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寺子屋 「啐啄塾 」（そっ
たくじゅく） ＜組織の概要＞
塾長
宮下 亮善 住職
（みやした りょうぜん）

【連絡先】

鹿児島県鹿児島市花尾町3841天台宗
花尾奥之院南泉院内 ＜取組内容＞

099－298－8247

099－298－8250

http://www2.synapse.ne.jp/nansent
emple/

＜年間の主なイベント等＞

 青少年健全育成の一環として、南泉院内に寺子屋 「啐
啄塾」を開設。設立の目的は、恵まれた自然環境の中で、
寺本来の社会的使命を果たすため、青少年の情操の陶冶と
心身の錬磨を図り、世の一隅を照らすべく人材の育成にあ
たるものです。
 寺子屋 「啐啄塾」《 五 訓 》

一．一隅を照らす人間になろう。
一．喜んで与える人間になろう。
一．生命を大切にする人間になろう。
一．心静かに考える人間になろう。
一．使命に生きる人間になろう。

いわゆる“お寺の小僧生活”です。早朝からのお勤め、
坐禅、食作法（じきさほう）や昼間の作務を通じて、「人
はなぜ生きるのか、なぜ命をいただくのか」を学んでいき
ます。宿泊施設を兼ねた“啐啄精舎”では、青少年育成団
体、企業の新入社員研修、PTAの研修等々、県の内外から
受け入れています。研修期間は、要望に応じています。食
事は、無農薬の玄米・菜食です。塾長である宮下住職が
ミャンマーの山岳民族の子どもに教育支援のためのNGO活
動をしている話も聞けます。

塾長は、鹿児島大学で非常勤講師も務めており、共通教
育講座で、「新しい食と農の形」「国際農業体験講座」
「鹿児島の中に世界を見る教養科目-鹿児島探訪・国際貢
献」等の講座も持っています。仏法理念に基づいた実践的
講話を通じて、“食と農と命”を考えることができます。

◎週間行事：NGOミンガラーバー地涌の会（ミャンマーの
山

岳民族の子供たちへの教育支援活動のため）の街頭“托
鉢”に同行

◎月例行事：南泉院の行事奉仕。町内行事への参加。
◎毎日音読：『山家学生式』『日新公いろは歌』『南洲遺

訓』の音読
その他、“日本とミャンマーの友好親善とビルマ戦線全

敵味方戦没将兵慰霊のため、パゴタ（仏塔）を境内の一角
に平成20年4月に落慶しました。また、「食と農立たずし
て、命ならず、社会ならず」の理念のもと、この中山間農
村の門前町化にも取り組んでいます。
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食作法にもとづいた美しい食事風景

坐禅風景


